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１．背景と目的                        

  

奈良公園は明治１３年の開設以来、我が国を代表する公園の名所として、また有数の観光地とし

て広く親しまれ、国内外の多くの人びとに利用されてきた。園内の植栽・植生として、山地部は貴

重な自然である春日山原始林やランドマークとなる若草山があり、平坦部はマツ林と芝生を基調と

した中に四季折々の彩りとなる桜や楓等の樹木があり、自然と歴史文化が融合した奈良公園特有の

景観を支えている。しかし近年は、病虫害や老齢化によりマツやサクラが衰退する例や、樹木生長

により眺望景観が阻害される例が見うけられる。また、公園に更なる魅力を付加する植栽のあり方

についての検討も求められている。 

このような背景を踏まえ、奈良公園植栽計画は奈良公園の植栽のあるべき姿を示すとともに、適

切な植栽の整備と管理を行うための方向性を定めることを目的として、平成２４年度からの計画の

検討に着手した。計画の検討にあたっては、「奈良公園植栽計画検討委員会」に諮り、公園全体か

ら各区域について順次検討を進めているところである。 

 

   なお、本計画には上位計画として「名勝奈良公園保存管理・活用計画」（平成２３年３月策定）並

びに「奈良公園基本戦略」（平成２４年２月策定）がある。「名勝奈良公園保存管理・活用計画」は、

名勝奈良公園の有する本質的価値を適切に保存管理するとともに、地域の共有財産として有効に活

用していくため名勝奈良公園の将来あるべき姿を示すとともに、維持管理や活用・運営等の方向性

を定めることを目的とした計画であり、「奈良公園基本戦略」は社寺などと一体で形成される奈良公

園における自然、歴史・文化及び公園資源の価値を踏まえ、名実ともに「世界に誇れる奈良公園」

を目指し、今後の奈良公園での基本的な考え方とその実現に向けた重点的な取組を取りまとめ、基

本的な指針として策定したものである。 

現在、「奈良公園基本戦略」に基づく検討委員会として「奈良公園地区整備検討委員会」「春日山

原始林保全計画検討委員会」「奈良のシカ保護管理計画検討委員会」が開催され、それぞれに必要な

事業を実施している。 
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２．計画検討の進捗                      

 

（１）奈良公園植栽計画検討委員会 開催記録           

  

１） 委員  

 

第 1回～第 11回 

委員 

【委員長】   

尼 﨑  博 正
 あ ま さ き   ひ ろ ま さ

 京都造形芸術大学環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 教授 

井 原   縁
 い は ら        ゆかり

 奈良県立大学地域創造学部 准教授 

西 田  正 憲
  に し だ     ま さ の り

 奈良県立大学地域創造学部 教授  

増 田   昇
 ま す だ    の ぼ る

 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科 教授 

  

第 12回～第 13回 

委員 

【委員長】   

尼 﨑  博 正
 あ ま さ き   ひ ろ ま さ

 京都造形芸術大学環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 教授 

井 原   縁
 い は ら        ゆかり

井 原   縁
  い は ら        ゆかり

 

奈良県立大学地域創造学部 准教授 

木 南

こ な み

 正 美

ま さ み

 一般社団法人 日本樹木医会  奈良県支部長 

田 代

た し ろ

 佳 子

よ し こ

 公益財団法人 名勝依水園・寧楽美術館 館長 

増 田   昇
ま す だ    の ぼ る

 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科 教授 

  ※委員の役職は当時の役職名を標記しています。 
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２）開催状況 

    

委員会 日時・場所 議 事（関係項目のみ） 

第 1回 平成 24年 11月 2日（金） 

奈良県文化会館 

・奈良公園植栽計画検討の進め方 

 

第 2回 平成 24年 12月 21日（金） 

奈良県新公会堂 

・基本方針の検討について 

 

第 3回 平成 25年 3月 14日（木） 

奈良県文化会館 

・ゾーニング(案)について 

・今後の計画検討の進め方について 

第 4回 平成 25年 6月 12日（水） 

奈良県新公会堂 

・昨年度成果のとりまとめの確認について 

・今後の進め方について 

第 5回 平成 25年 10月 30日（水） 

奈良県文化会館 

・クロマツ疎林ゾーン植栽計画について 

・クロマツ疎林ゾーン（猿沢池地区）実施計画について 

第 6回 平成 26年 2月 12日（水） 

奈良県文化会館 

・公園全体の植栽方針（植栽樹種等）について 

・クロマツ疎林ゾーン植栽計画について 

・クロマツ疎林ゾーン（モデル地区）実施計画について 

第 7回 平成 26年 10月 28日（火） 

奈良県文化会館 

・公園全体の植栽方針について 

第 8回 平成 27年 1月 26日（月） 

奈良県経済倶楽部 

・公園全体の植栽方針の修正について 

・芝地・花木林ゾーン（春日野園地他）植栽計画について 

第 9回 平成 27年 4月 7日（火） 

奈良春日野国際フォーラム 

（旧称：奈良県新公会堂） 

・公園全体の植栽方針（主に植栽管理の方針）について 

・芝地・花木林ゾーン（春日野園地他）植栽計画について 

・芝地・花木林ゾーン（春日野園地他）実施計画について 

第 10回 平成 28年 1月 26日（火） 

奈良春日野国際フォーラム別館 

・公園全体の植栽方針（主に植栽管理の方針）について 

・庭園植栽ゾーン（国際フォーラム庭園）植栽計画について 

第 11回 平成 28年 3月 28日（月） 

やまと会議室  

・公園全体の植栽方針（案）の修正について 

・庭園植栽ゾーン（国際フォーラム庭園）植栽計画について 

第 12回 平成 28年 12月 14日（水） 

奈良県経済倶楽部 

・草花類植栽の検討について 

・鷺池周辺の植栽の保全・活用方向の検討について 

・吉城園周辺の整備計画について 

第 13回 平成 29年 3月 13日（月） 

奈良県経済倶楽部 

・草花類の植栽方針（修正案）と今後の対応について 

・国際フォーラム庭園の植栽計画及び実施計画 

・鷺池周辺の植栽の保全・活用方向の検討（修正案） 

     ※ 
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（２）計画検討の進捗状況                    

  

平成 28 年度末時点の各ゾーンの植栽計画及び実施計画の審議範囲は下図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：計画検討の進捗状況 ※ 

 

 

※上図を含め本資料に使用されている地形図は、平成 26年 5月 20日付奈整都第 154
号の 2で奈良市長の承認を得て、平成 20年 5月奈良市都市計画課作成の地形図に
情報を付加したものです。料加したものです。 

平成 20年 5月奈良市都市計画課作成の地形図に情報を 

-4-




